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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第45期

第１四半期
連結累計期間

第46期
第１四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 (千円) 1,427,583 1,568,634 6,172,487

経常利益 (千円) 234,094 229,110 634,909

親会社株主に帰属する四半期　
（当期）純利益

(千円) 142,764 152,278 396,617

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 171,434 212,298 481,301

純資産額 (千円) 6,559,673 6,976,582 6,869,540

総資産額 (千円) 8,699,683 9,292,196 9,183,607

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 27.13 28.93 75.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 75.4 75.1 74.8
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

①　売上高

当第１四半期連結累計期間につきましては、いまだに終息の見込が立たないウクライナ情勢による原油高を背

景とした物流コストの増加や光熱費の増加は円安により拍車がかかり、各種食料品などの輸入製品の価格に転嫁

され、あらゆる商品の物価上昇を招いており、一般家庭の個人消費は厳しい状況にあります。

一方、新型コロナの５類感染症への移行に伴い、若年層を中心とした巣ごもりからの解放による消費増に期待

した飲食・小売業界全体の出店増、百貨店等のインバウンド需要回復や各種サービス産業の回復に伴いＰＯＳレ

ジ向けミニプリンタ及び関連製品の需要は増加致しました。

また、半導体などの供給制約が緩和されたことにより、当社も得意先各社の受注増加を背景とした売上増と徹

底したコストダウンにより業績は堅調に推移致しました。

 この結果、売上高は15億68百万円(前年同四半期は14億27百万円)となり、前年同四半期と比較し１億41百万円

(9.9％)の増収となりました。

 なお、商品群別業績は次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間における商品群別売上高は、

ミニプリンタメカニズムは35百万円（前年同四半期と比べ７百万円（17.6％）の減少）、

ケース入りミニプリンタは８億79百万円（前年同四半期と比べ80百万円（10.0％）の増加）、

ミニプリンタ関連商品は２億79百万円（前年同四半期と比べ44百万円（18.8％）の増加）、

消耗品は１億11百万円（前年同四半期と比べ５百万円（5.1％）の減少）、

大型プリンタは25百万円（前年同四半期と比べ３百万円（18.0％）の増加）、

その他は２億38百万円（前年同四半期と比べ26百万円（12.5％）の増加）となりました。

②　売上総利益

当第１四半期連結累計期間の売上総利益は４億38百万円となり、前年同四半期と比べ33百万円（8.3％）の増加

となりました。

③　販売費及び一般管理費

当第１四半期連結累計期間における販売費及び一般管理費は、３億11百万円となり、前年同四半期と比べ23百

万円（8.1％）の増加となりました。

④ 営業利益

当第１四半期連結累計期間における営業利益は１億27百万円となり、前年同四半期と比べ10百万円（8.8％）の

増加となりました。

⑤　経常利益

当第１四半期連結累計期間における経常利益は２億29百万円となり、前年同四半期と比べ４百万円(△2.1％)の

減少となりました。

⑥　親会社株主に帰属する四半期純利益

税金等調整前四半期純利益は２億29百万円となり、前年同四半期と比べ20百万円(9.9％)の増加となりました。

税効果会計適用後の法人税等負担額は76百万円となり、前年同四半期と比べ11百万円(17.1％）の増加となりま

した。

その結果、当第１四半期連結累計期間における親会社株主に帰属する四半期純利益は１億52百万円となり、前

年同四半期と比べ９百万円(6.7％）の増加となりました。
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(2) 財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.9％増加し、71億16百万円となりました。これは主として、現金及び

預金の減少41百万円、商品及び製品の増加93百万円となっております。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.2％増加し、21億75百万円となりました。これは主として、投資有価

証券の増加84百万円、繰延税金資産の減少25百万円によるものであります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて1.2％増加し、92億92百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて0.7％減少し、18億47百万円となりました。これは主として、電子記録

債務が前連結会計年度末に比べ80百万円減少、未払法人税が65百万円減少、賞与引当金が38百万円減少、その他

が１億49百万円増加したことによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて3.3％増加し、４億67百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.1％増加し、23億15百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.6％増加し、69億76百万円となりました。主な内訳は剰余金の配当

１億５百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益１億52百万円であります。

 
(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

 
(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は69百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,090,000

計 22,090,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,523,592 5,523,592
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株であります。

計 5,523,592 5,523,592 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年４月１日～
2023年６月30日

― 5,523,592 ― 393,997 ― 283,095
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 
① 【発行済株式】

   2023年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 260,800
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

52,614
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あります。5,261,400

単元未満株式 普通株式 1,392
 

― 同　上

発行済株式総数 5,523,592 ― 同　上

総株主の議決権 ― 52,614 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式 ２株が含まれます。

 
② 【自己株式等】

  2023年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日本プリメックス株式会社

東京都大田区鵜の木1丁目
5番12号

260,800 ― 260,800 4.72

計 ― 260,800 ― 260,800 4.72
 

 

２ 【役員の状況】

 該当事項はありません。　
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」 (平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表に

ついて、アーク有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,654,949 4,613,478

  受取手形、売掛金及び契約資産 1,082,920 1,053,973

  電子記録債権 485,168 475,227

  商品及び製品 553,184 647,139

  仕掛品 5,915 2,541

  原材料及び貯蔵品 270,608 322,519

  その他 2,626 3,289

  貸倒引当金 △313 △1,837

  流動資産合計 7,055,059 7,116,332

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 198,432 195,172

   機械装置及び運搬具（純額） 8,916 7,962

   工具、器具及び備品（純額） 35,977 36,445

   土地 963,918 963,918

   リース資産（純額） 85,211 78,027

   有形固定資産合計 1,292,456 1,281,526

  無形固定資産   

   その他 27,312 27,052

   無形固定資産合計 27,312 27,052

  投資その他の資産   

   投資有価証券 700,749 784,820

   繰延税金資産 93,289 67,705

   その他 15,302 15,272

   貸倒引当金 △562 △512

   投資その他の資産合計 808,779 867,286

  固定資産合計 2,128,548 2,175,864

 資産合計 9,183,607 9,292,196
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 546,945 569,221

  電子記録債務 989,565 909,268

  未払法人税等 143,581 77,938

  賞与引当金 52,464 13,722

  その他 128,514 277,703

  流動負債合計 1,861,072 1,847,854

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 182,032 185,720

  退職給付に係る負債 240,816 255,430

  その他 30,146 26,609

  固定負債合計 452,994 467,759

 負債合計 2,314,067 2,315,613

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 393,997 393,997

  資本剰余金 283,095 283,095

  利益剰余金 6,282,214 6,329,237

  自己株式 △158,900 △158,900

  株主資本合計 6,800,407 6,847,430

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 69,132 129,152

  その他の包括利益累計額合計 69,132 129,152

 純資産合計 6,869,540 6,976,582

負債純資産合計 9,183,607 9,292,196
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 1,427,583 1,568,634

売上原価 1,022,253 1,129,700

売上総利益 405,329 438,933

販売費及び一般管理費 288,417 311,702

営業利益 116,912 127,230

営業外収益   

 受取利息 87 1,756

 受取配当金 12,528 13,290

 為替差益 104,649 86,798

 その他 431 504

 営業外収益合計 117,696 102,349

営業外費用   

 支払利息 507 339

 その他 7 130

 営業外費用合計 514 469

経常利益 234,094 229,110

特別損失   

 固定資産除却損 - 69

 投資有価証券評価損 25,755 -

 特別損失合計 25,755 69

税金等調整前四半期純利益 208,339 229,041

法人税、住民税及び事業税 93,690 75,269

法人税等調整額 △28,115 1,493

法人税等合計 65,575 76,762

四半期純利益 142,764 152,278

親会社株主に帰属する四半期純利益 142,764 152,278
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 142,764 152,278

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 28,670 60,019

 その他の包括利益合計 28,670 60,019

四半期包括利益 171,434 212,298

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 171,434 212,298

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年６月30日)

減価償却費 20,532千円 18,663千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間 　(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

1.　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月27日
定時株主総会

普通株式 105,255 20 2022年３月31日 2022年６月28日 利益剰余金
 

 
2.　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間 　(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日)

1.　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月26日
定時株主総会

普通株式 105,255 20 2023年３月31日 2023年６月27日 利益剰余金
 

 
2.　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

 

当社グループの報告セグメントが「ミニプリンタの開発・製造・販売事業」のみであるため、記載を省略してお

ります。

 

当第１四半期連結累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日)

 

当社グループの報告セグメントが「ミニプリンタの開発・製造・販売事業」のみであるため、記載を省略してお

ります。

 

(収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

(単位:千円)

商品群別 顧客との契約から生じる収益 その他の収益 外部顧客への売上高

 ミニプリンタメカニズム 43,493 ― 43,493

 ケース入りミニプリンタ 799,024 ― 799,024

 ミニプリンタ関連商品 235,181 ― 235,181

 消耗品 116,896 ― 116,896

 大型プリンタ 21,344 ― 21,344

 その他 209,153 2,490 211,643

合計 1,425,093 2,490 1,427,583
 

 

当第１四半期連結累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日)

(単位:千円)

商品群別 顧客との契約から生じる収益 その他の収益 外部顧客への売上高

 ミニプリンタメカニズム 35,839 ― 35,839

 ケース入りミニプリンタ 879,147 ― 879,147

 ミニプリンタ関連商品 279,381 ― 279,381

 消耗品 111,002 ― 111,002

 大型プリンタ 25,180 ― 25,180

 その他 235,592 2,490 238,082

合計 1,566,144 2,490 1,568,634
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年６月30日)

１株当たり四半期純利益 27円13銭 28円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 142,764 152,278

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

142,764 152,278

普通株式の期中平均株式数(千株) 5,262 5,262
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年８月10日
 

日本プリメックス株式会社

        取締役会　御中

 

アーク有限責任監査法人

　東京オフィス　　
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 二　階　堂　　博　文  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 八　　巻　　優　　太  

 

　

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本プリメック

ス株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から

2023年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本プリメックス株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

EDINET提出書類

日本プリメックス株式会社(E02964)

四半期報告書

17/18



 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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